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（第３号様式） 

会 議 要会 議 要会 議 要会 議 要 旨旨旨旨 

会議名 平成２４年度 館山市中央公民館運営審議会 

開催日 平成２５年３月２１日（木） 

開催場所 館山市コミュニティセンター 第１集会室 

出席者 
[委員] 館山市中央公民館運営審議会委員 ４名（１名欠席） 

[教育委員会] 教育長、中央公民館長、中央公民館職員２名 

公開・非公開の別 公開 一部非公開 非公開 

非公開の理由  

傍聴者  ０名（定員１０名） 

会議概要・結果等 

◇開会 

◇教育長あいさつ 

・３月に開催されたサークルフェスティバルを見学、素晴らしい作品

が展示されているのに大変驚いた。 

・公民館でも実施しているが市内には大学関連施設もあることから、

連携しながら各種教育事業を実施している。 

・生きがいを感じながら生活するために文化活動は大切なこと。公民

館で文化活動を通して市民同士の交流が育まれている。公民館が生

きがい作りなどの場として更に活用してもらえるよう、各種ご意見

をいただきたい。 

◇委員及び職員紹介 

◇会長・副会長選出 

・会長に黒川久和氏、副会長に木下静江氏を選出 

◇会長あいさつ 

◇議事（審議事項） 

（１）平成２４年度事業実施状況について 

（２）平成２５年度事業計画について 

（３）中央公民館サークル連絡会について 

（４）その他 

【議事の概要】 

（１）平成２４年度事業実施状況について 

（２）平成２５年度事業計画について 

◆事務局より説明（関連項目なので２項目について説明） 

・平成２４年度中央公民館（コミュニティセンター）の空調機、浄化

槽等の施設改修工事状況及び平成２５年度以降の施設改修事業に

ついて説明。 

・平成２４年度中央公民館講座実施状況及び平成２５年度中央公民館

講座事業の計画について説明。 

◆質疑・意見（質問・意見は◎で、事務局回答は◇で表記する） 

◎学校現場におけるＰＴＡ活動も女性、母親が主体となっている。公

民館でも課題となっている中間年齢層、男性、特に父親の利用者促

進については学校も同じ課題を抱えている。 

◇２０代～４０代の利用者は少なく過去からの課題である。参加しや

すい日程調整、テーマを選択して事業を実施していきたい。 
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◎参加者が少ない講座もあるようだが原因はあるのか。 

◇時期的なもの、類似講座を続けて開催したことが原因と分析。 

（３）中央公民館サークル連絡会について 

◆事務局より説明 

・平成２４年度サークル連絡会の構成について見直しを実施した。 

・役員の選出方法、同会の魅力向上など参加メリットが課題。 

◆質疑・意見（質問・意見は◎で、事務局回答は◇で表記する） 

◎連絡会の構成サークルの見直しは行ったが、役員選出について具体

的な選出案はあるか。 

◇運動系、語学系などサークルを分類し、そこから役員の選出をとい

う案もあるが、それぞれの分類毎にサークル数も異なり、偏りが出

てしまうなどの問題もあり、現状として具体的な選出案はない。 

◎施設の使用頻度により役員を選出する、また、役員になると何かし

らのメリットがあるなどとすれば引き受け手もいるのでは。 

◇公平に施設を利用できることが原則であるため、施設使用に関して

優遇措置を作るのは難しいと考えている。 

◎役員になると事務量、負担が大きすぎるのではないか。 

◇今年度からサークルフェスティバルの運営方法の見直しを行った。

従来はサークル連絡会役員が主体的に準備から運営まで実施して

いたが今年度からフェスティバルに参加するサークルで構成する

実行委員会を主体的に実施した。このことにより連絡会役員に非常

に負担をかけていた問題は改善され、年間を通じ負担が減ったと考

えている。 

◇役員選出については、継続的に総会開催時など各サークルに連絡会

運営への協力について働きかけを行っていく。委員の皆さまにも良

いアイデアなどがあればご提案いただきたい。 

◇その他 

特になし 

 

以上 

◇閉会 

 


